
PET-CT検査のみ：53,000円（税込） PET-CT検査+ピロリ菌検査（便検査）：57,000円（税込）

オプションで脳検診：16,500円（税込）を受けることが出来ます。

福島県在住の方限定「福島県民コース」を受けてみませんか？
「デジタルPET-CT装置」による全身のがん検診が受けられます。

白河厚生総合病院 PET画像診断センター

（0248）22-2282（月~金 8：30~17:00）【実施期間】令和7年4月1日～令和8年3月31日 【お申込・お問合せ】
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田沼意次肖像画（牧之原市史料館蔵）

寛
政
の
改
革
に
継
承

　
　
さ
れ
た
意
次
の
政
策

大
河
ド
ラ
マ

大
河
ド
ラ
マ
でで
深深
ま
る
ま
る
縁縁

〜
田
沼
意
次
ゆ
か
り
の
牧
之
原
市
〜

　大
河
ド
ラ
マ
『
べ
ら
ぼ
う
〜
蔦
重
栄
華

乃
夢
噺
〜
』
で
、
幕
府
の
絶
対
的
権
力
者

と
し
て
登
場
し
た
老
中
・
田
沼
意
次
。

　意
次
の
老
中
辞
職
後
、
白
河
藩
主
・
松

平
定
信
が
老
中
と
な
り
、
幕
政
を
担
い
ま

し
た
。
国
を
良
く
す
る
た
め
に
奔
走
し
た

ふ
た
り
の
老
中
を
対
比
し
な
が
ら
、
意
次

と
そ
の
お
膝
元
・
静
岡
県
牧
之
原
市
の
魅

力
を
紹
介
し
ま
す
。

特 集

田沼意次肖像画（牧之原市史料館蔵）

〜
田
沼
意
次
ゆ
か
り
の
牧
之
原
市
〜

〜
田
沼
意
次
ゆ
か
り
の
牧
之
原
市
〜

　『広
報
ま
き
の
は
ら
』
９
月
号
に

本
市
の
紹
介
記
事
が
掲
載
さ
れ
て

い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

た
　
　  

ぬ   

ま
　   

お   

き      

つ   

ぐ

ま
　き        

の        

は    

ら

さ    

が       

ら

静岡市

浜松市
牧之原市

至 東京

至 大阪

掛川駅

新富士駅

三島駅

富士山静岡空港
藤枝市

田沼街道
駿
河
湾

牧之原市 Information牧之原市 Information
　静岡市と浜松市の中間に位置し、駿河湾に
面した人口４万人ほどの緑豊かな市です。
　平成17年に旧相良町と旧榛原町の合併に
より誕生し、本市と同様、今年で市制施行
20周年を迎えます。

相
良
藩
主
と
し
て
の

田
沼
意
次

幕
府
老
中
と
し
て
の

田
沼
意
次

　
明
和
４
年
（
１
７
６
７
）
に
意
次
が

側
用
人
に
な
る
と
、
２
万
石
に
加
増
さ

れ
、
相
良
（
現
在
の
牧
之
原
市
）
に
築

城
す
る
こ
と
を
許
さ
れ
ま
し
た
。

　
意
次
は
、
相
良
城
築
城
と
と
も
に
城

下
町
の
整
備
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
そ
れ
ま
で
船
で
渡
っ
て
い
た

萩
間
川
に
橋
を
か
け
、
そ
こ
を
起
点
に

東
海
道
（
藤
枝
）
に
続
く
、
通
称
「
田

沼
街
道
」
を
つ
く
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
政
策
に
よ
り
、
相
良
の
人

口
は
大
き
く
増
加
し
、
人
や
物
の
往
来

が
活
発
に
な
り
ま
し
た
。
意
次
は
、
優

れ
た
政
治
手
腕
で
相
良
を
発
展
さ
せ
た

立
役
者
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　『広
報
ま
き
の
は
ら
』
９
月
号
に

本
市
の
紹
介
記
事
が
掲
載
さ
れ
て

い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

お知らせお知らせ

　
田
沼
意
次
は
享
保
４
年
（
１
７
１
９
）

に
幕
府
旗
本
の
家
に
生
ま
れ
、
後
に
側

用
人
（
将
軍
の
側
近
）
と
老
中
を
兼
任

す
る
ま
で
に
出
世
し
、
田
沼
時
代
と
評

さ
れ
る
一
時
代
を
築
き
ま
し
た
。

　
意
次
は
切
れ
者
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、

９
代
将
軍
徳
川
家
重
か
ら
「
ま
た
う
ど

も
の
（
正
直
者
・
律
義
者
）」
と
し
て

信
頼
さ
れ
、
10
代
将
軍
家
治
に
な
っ
て

か
ら
も
引
き
続
き
重
用
さ
れ
ま
し
た
。

　「
享
保
の
改
革
」
以
後
、
再
び
赤
字

に
転
落
し
た
幕
府
財
政
を
立
て
直
す
た

め
、
倹
約
に
加
え
、
株
仲
間
の
積
極
的

公
認
や
、
貿
易
拡
大
と
鉱
山
開
発
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
増
収
策
を
講
じ
ま
し
た
。

　
民
間
の
活
力
を
使
っ
て
経
済
を
活
性

化
さ
せ
る
方
針
が
評
価
さ
れ
た
一
方
で
、

幕
府
の
利
益
追
求
の
た
め
に
さ
ま
ざ
ま

な
負
担
を
強
い
た
こ
と
で
人
々
の
不
満

が
高
ま
り
、
家
治
が
没
し
て
後
ろ
盾
が

な
く
な
る
と
失
脚
し
ま
し
た
。

す る    が    わ ん

さ が    ら   ちょう は い  ば ら ちょう

つ  

た
じ
ゅ
う
え  

い    

が

の     

ゆ  

め
ば
な
し

ろ  

う  

じ
ゅ
う

だ
い
ら
さ  

だ  

の  

ぶ

ま  

つ

き
ょ
う
ほ  

う

は  

た  

も  

と

そ  

ば

よ  

う  

に  

ん

と  

く  

が  

わ  

い  

え  

し  

げ

い  

え  

は  

る

は  

ぎ    

ま     

が  

わ

ふ  

じ  

え  

だ

気圧の変化で細胞から美しく

調圧ルーム
SHINMEI⽩河店

〒961‐0015 福島県⽩河市⽥島舘ヶ崎9‐1
TEL：0248‐29‐2221 e‐mail：shinmei@kygp.com
株式会社 共和建商
本社／〒961‐0015 福島県⽩河市⽥島舘ヶ崎4‐1
TEL：0248‐29‐2231

睡眠不⾜・肌荒れでお悩みの⽅へ
SHINMEI
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ふ
た
り
は
「
国
を
支
え
る
た
め
に
幕
政
の
改
革
に
取
り
組
ん
だ
」
と
い
う
点
で
共
通
し
て
い
ま

す
が
、時
代
ご
と
に
幕
府
が
抱
え
る
課
題
が
移
り
変
わ
り
、政
治
の
方
針
は
大
き
く
異
な
り
ま
し
た
。

意
次
と
定
信
、
ふ
た
り
の
幕
政

寛
政
の
改
革
に
継
承

　
　
さ
れ
た
意
次
の
政
策

◇年貢に代わる新たな収入源の確保
　（享保の改革後、年貢収入は頭打ち
　となり、減少していた）

幕府が
抱える
主な課題

◇天明の飢饉などで疲弊した農村や民
　衆の生活や社会の立て直し
◇政治をする立場である武士たちの堕
　落の抑止・改善
◇ロシアなど日本近海に現れる異国船
　への湾岸警備対応

◇倹約令を出し、大名への支援中止
　などで支出削減
◇商人など民間と結んで上納金（冥
　加・運上）を得て増収をはかる
◇削られていた貿易量を増やしたほ
　か、鉱山（金銀銅山）を開発して
　増収を目指す

主な政治
の方針

◇農村を復興し、米の生産を増やす
◇災害対策の備荒貯蓄（囲米、七分積金）
◇武士にふさわしい振る舞いをさせる
　（文武奨励）
◇日本との交易を求めたロシアに「国法」
　により長崎以外の入港は認められな
　い旨を示した（「鎖国」認識の始まり）

　幕府が民間からの提案（献策）を積
極的に取り入れたため、蘭学など新た
な知識を持つ人々が活躍し、文化の発
展や経済の活性化につながった。
　しかし、民間からの売り込みや提案
採用の見返りなどで幕府担当者への贈
答に拍車がかかり、お金を持つ人が優
遇される状況となった。

結果

　大きな飢饉の後のため、備荒貯蓄や
江戸に来た困窮者対策など弱者を救う
対策を行ったほか、貧乏のため不良化
した武士の引き締めを図った。
　ぜいたくの制限や倹約令など、緩ん
でいた規制を徹底し、さまざまな階層
の人から厳しい政治と批判された。

田
沼
政
権
の
後
半
は
幕
府
財
政
が
悪

化
し
、７
年
間
の
倹
約
令
を
出
し
ま
し
た
。

途
中
で
定
信
が
老
中
と
な
っ
て
か
ら

も
、期
限
ま
で
倹
約
令
を
継
続
し
ま
し
た
。

倹
約
令
の
継
続

倹
約
令
の
継
続

　
田
沼
政
権
で
発
行
さ
れ
た
南
鐐
二
朱

銀
は
、
金
と
銀
の
使
い
勝
手
を
良
く
す

る
画
期
的
な
貨
幣
で
し
た
。
定
信
は
、

こ
れ
を
都
市
部
だ
け
で
な
く
地
方
ま
で

流
通
さ
せ
る
対
策
を
し
ま
し
た
。

南
鐐
二
朱
銀
の
流
通

南
鐐
二
朱
銀
の
流
通

　
定
信
は
、
商
人
と
結
束
し
て
経
済
を

発
展
さ
せ
た
田
沼
政
権
の
手
法
を
取
り

入
れ
ま
し
た
。
寛
政
の
改
革
で
は
「
御

用
達
商
人
」
を
任
命
し
、
商
人
に
資
金

を
出
資
さ
せ
て
政
策
を
実
行
し
ま
し
た
。

ま
た
、
幕
府
が
商
人
に
公
金
を
貸
し
付

け
、
そ
の
利
子
で
増
収
を
図
り
ま
し
た
。

商
人
の
資
産
の
利
用

商
人
の
資
産
の
利
用

　
老
中
と
な
っ
た
定
信
が
主
導
す
る
幕

府
は
、
社
会
秩
序
を
乱
し
た
責
任
を
問

い
、
意
次
を
厳
し
く
処
罰
し
て
い
ま
す
。

　
一
方
で
「
寛
政
の
改
革
」
に
意
次
の

政
策
が
一
部
継
承
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
定
信
が
意
次
の
政
治
を
生
か
そ
う

と
考
え
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

なな    

んん    

り
ょ
う

り
ょ
う      

にに     
     

しし 

ゅゅ      

ぎぎ    

んん

松平 定信松平 定信
老中在職期間　６年老中在職期間　６年
（1787（1787～～1793）1793）

田沼 意次田沼 意次
老中在職期間　14年老中在職期間　14年
（1772（1772～～1786）1786）

― 寛政の改革を主導 ―― 寛政の改革を主導 ―― 経済活性化を主導 ―― 経済活性化を主導 ―

き    き ん

かこい ま い         し ち   ぶ    つ み き ん

みょう

が              う ん じょう

ら ん  が く

ご

よ  

う  

た  

し
し
ょ
う  

に  

ん



広報白河用デザイン（4.2cm×17.8cm）

H.fujita 2025.03.17

枠   ：Ｈ 42mm×Ｗ17.8mm

ロゴ文字：フォント HG丸ｺﾞｼｯｸM-PRO  サイズ 8.0 

役  職：フォント HGP明朝B     サイズ 7.0 

氏  名：フォント HGP明朝B     サイズ 10.0 

郵便番号：フォント HG丸ｺﾞｼｯｸM-PRO  サイズ 7.0 

住  所：フォント HG丸ｺﾞｼｯｸM-PRO  サイズ 7.0 

TEL&FAX ：フォント HG丸ｺﾞｼｯｸM-PRO  サイズ 7.0 

e.home

自然素～：フォント HG丸ｺﾞｼｯｸM-PRO  サイズ 10.0

営業所名：フォント HG丸ｺﾞｼｯｸM-PRO  サイズ 7.0

住  所：フォント HG丸ｺﾞｼｯｸM-PRO  サイズ 7.0

電話番号：フォント HG丸ｺﾞｼｯｸM-PRO  サイズ 7.0

次 世 代 へ 残 せ る 未 来

最低余白 天地1mm 左右5㎜

上部をFKK 下部をe.home

ロゴデザインの変更

東白川郡棚倉町大字棚倉字南町２０番地

代表取締役社長 内 藤 勇 雄

石川郡石川町字当町128番地1 

本 店

石川営業所

西白河郡西郷村大字真船字川谷1番地108 西郷営業所

白河市飯沢山51番地8 白河本社・白河支店

茨城県水戸市白梅二丁目6番地9 山口ビル201 関東水戸支店

東白川郡鮫川村大字赤坂中野字真坂142番 鮫川営業所 

営業所 白 河・郡 山・福島 

te l 0120-683-146
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今

牧
之
原
市
の

〜
観
光
と
文
化
を
楽
し
む
〜

平田寺
弘安６年（1283）開創で田沼家

代々の御位牌をまつる寺院。
　本堂には、田沼家専用の風格あ
る玄関が設けられている。

平田寺
  へい       でん       じ

仙台河岸
　意次の失脚後に打ち壊されてし
まった相良城の数少ない遺構。
　築城の際、仙台の伊達家から寄
進された石材で築かれた。

仙台河岸
  せん       だい        が         し

牧之原市史料館
　田沼家ゆかりの史料が200点以
上展示されており、意次の功績や
牧之原市の歴史を知るには外せな
いスポット。

静波海水浴場
　美しいビーチが広がり、マリンスポーツ
が盛ん。全国各地から多くの海水浴客やサ
ーファーが訪れ、にぎわいを見せている。

静波海水浴場
  しず       なみ

静岡牧之原茶
　全国でも有数のお茶の産地。茶栽培に適
した温暖な気候と日照時間の長さに恵まれ
ている。ここでは深蒸し茶が主流。

波乗りレモン
しらすいちご

芋切り干し

城下町の風情が残る歴史のまち城下町の風情が残る歴史のまち

牧之原グルメ牧之原グルメ

風土や歴史を生かした文化が発展風土や歴史を生かした文化が発展

自然の恵み！自然の恵み！

さがらサンビーチ
     Enjoy !!
マリンスポーツ

た    ぬ  ま    け

お  き つ  ぐ さ  が    ら   じょう

だ      て       け

こ う  あ ん

予約優先　電話22-0641

山つつじ治療院つぼ・指圧

厚生労働省認可

秡川 博志
はらいかわ

智子
全日本つぼ治療師協会会員

料金 40分　３,000円
60分　4,000円

東洋医学総合つぼ治療師
東洋医学手技整体療術師

白河市古高山３-290　営業時間　午前9:00～午後７：００
肩こり・腰痛
坐骨神経痛・他

おかげさまで開院14周年

トミードラッグトミードラッグ
化粧品・エステ・クスリ・漢方薬化粧品・エステ・クスリ・漢方薬

旧富永薬局
● 定休日/日曜日　● 営業時間/ＡＭ9：00～ＰＭ7：00　● 白河市一番町29
● エステ受付時間/ＡＭ10：00～ＰＭ6：00　ＴＥＬ 23-2820
● エステ受付専用/ＴＥＬ 080-1694-3265　ＦＡＸ 23-2090（24時間受付ＯＫ）

漢方相談も
承ります！
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　定信が老中として登場し、ま
すます盛り上がる『べらぼう～
蔦重栄華乃夢噺～』。
　今後、企画展やトークショー
など、大河ドラマに関連するイ
ベントが開催されます。
　ぜひ、お楽しみください。
問白河市大河ドラマ「べらぼ　
　う」 活用推進協議会事務局
　（観光課内）☎㉘5526

秋も盛りだくさん！
松平定信関連イベント

※このほか、９月13日㈯から特別企画展
「松平定信の文化力―つくり・しらべ

　・うつし・つたえる―」が開催されま
　す。詳しくは６ページをご覧ください。

　実際に大河ドラマの撮影で使われた松平定信（田安賢丸）の衣装や小道
具などを展示します（観覧無料）。
●期間　▷前期　８月19日㈫～９月28日㈰
　　　　▷後期　10月15日㈬～12月７日㈰
●時間 午前９時～午後４時30分
※９月13日㈯～11月９日㈰は特別企画展開催に伴い、延長あり
●会場　小峰城歴史館 ロビー
●主催　NHK財団（後援：NHK福島放送局、協力：白河市）

大河ドラマ『べらぼう～蔦重栄華乃夢噺～』トークショー大河ドラマ『べらぼう～蔦重栄華乃夢噺～』トークショー

“W定信 白河に里帰り”“W定信 白河に里帰り”

大河ドラマ『べらぼう～蔦重栄華乃夢噺～』展（NHK）大河ドラマ『べらぼう～蔦重栄華乃夢噺～』展（NHK）

●期間　８月19日㈫～９月28日㈰
●時間　午前９時30分～午後５時
●会場　小峰城二ノ丸茶屋

ゆかりの地フェアゆかりの地フェア＼
 牧之原市の
 特産品も
 あるよ！

／

ま   つ    だ い ら   さ   だ    の   ぶ

つ  た じゅう え  い    が      の    ゆ め  ばなし

　大河ドラマ『べらぼう』で松平定信役を演じる井上
祐貴さんと田安賢丸役を演じた寺田心さん、制作統括
の藤並英樹さんをお迎えし、ドラマの見どころや舞台
裏など『べらぼう』の魅力をたっぷり語っていただき
ます。入場無料ですが、事前の申し込みが必要です。
●日時　10月19日㈰／開演　午後２時
　　　　終演予定　午後４時（開場　午後１時20分）
●会場　コミネス大ホール
●申し込み方法　NHKサイトの専用申し

込みフォームからお申し込みください。
※申し込み多数の場合、抽選となります。
●申し込み期限　９月17日㈬／午後11時59分
●主催・問い合わせ先　NHK福島放送局
　☎024-526-4660（平日午前９時30分～午後６時）

　大河ドラマ『八重の桜』などの時代考証を
務める静岡県歴史博物館館長の大石学さんと、
歴史好きとして知られるタレントの松村邦洋
さんをお迎えし、松平定信をとことん知るこ
とができるフォーラムを開催します。入場無
料ですが、事前の申し込みが必要です。
●日時　10月26日㈰／開演　午後２時
　終演予定　午後４時（開場　午後１時30分）
●会場　コミネス大ホール
●内容　基調講演、トークセッション
●申し込み方法　
　整理券の受け取り、または
　電子申請サービス入力フォーム
●整理券配布場所
　しらかわ観光ステーション、コミネス
※１人につき２枚までの配布
※定員になり次第、配布終了

白河歴史フォーラム2025白河歴史フォーラム2025
「松平定信公をとことん知ろう！」「松平定信公をとことん知ろう！」

開館時間や休館日の
詳細は市ホームページへ▼

俳優　井上 祐貴さん 俳優　寺田 心さん
い の う え    ゆ う   き て ら   だ     こころ

ふ  じ な  み  ひ  で   き
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や　　 え

お  お い  し まなぶ

ま つ   む ら  く に   ひ ろ


